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ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑
定
家
～
「
う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
」32

登

場

人

物



剛

田

：
剛

田

質

店

の
店

主

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

し

か
鑑

定

し
な
い
。
優

雅

な
所

作

と
独

特

の
価

値

観

を
持

つ
。
石

言

葉

に
も
詳

し
く
、
熱

く
語

る
。



白

金

：
剛

田

質

店

の

見

習

い
鑑

定

士

。
一

般

的

な
価

値

観

を
持

つ
常

識

人

だ
が
、
剛

田

に
振

り
回

さ
れ
る
。
ツ
ッ
コ
ミ
役

。



依

頼

人

：
怪

し
げ
な
風

貌

の
男

。
祖

父

か
ら
伝

わ
る

家

宝

で
あ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
製

の
薪

割

り
用

斧

を
持

参

。

シ
ー
ン1

：
剛

田

質

店

の
朝

場

面

設

定

剛

田

質

店

の
店

内

。
豪

華

な
装

飾

品

が
並

び
、
剛

田

が
優

雅

に

紅

茶

を
飲

ん
で
い
る
。
白

金

は
帳

簿

を
確

認

し
な
が
ら
、
剛

田

の

言

動

に
振

り
回

さ
れ
る
。

台

本
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剛

田

：
（
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
掲

げ
、
深

呼

吸

）

「
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

こ
の
朝

の
光

、
そ
し
て
私

の
愛

す
る
ダ
ー

ジ
リ
ン
の
香

り…

。
こ
れ
ぞ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
の
朝

だ
！
」

白

金

：
（
帳

簿

を
見

な
が
ら
）

「
剛

田

さ
ん
、
朝

か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
高

い
で
す
ね…

。
紅

茶

飲

む
だ
け

で
『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
』
っ
て
言

う
の
、
毎

日

で
す
け
ど
、
何

が
そ
ん
な
に
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
ん
で
す
か
？
」

剛

田

：
（
目

を
閉

じ
て
語

り
始

め
る
）

「
白

金

く
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
、
物

の
価

値

以

上

に
、
そ
の
存

在

が
放

つ
輝

き
な
の
だ
よ
。
た
と
え
そ
れ
が
一

杯

の
紅

茶

で
も
、
優

雅

に
味

わ
え
ば
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
な
る
の
だ
！
」

白

金

：
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
）

「
い
や
、
そ
れ
た
だ
の
自

己

満

足

で
す
よ
ね…

。
そ
れ
よ
り
、
今

日

の

鑑

定

予

定

、
確

認

し
て
お
き
ま
す
か
？
」

剛

田

：
（
紅

茶

を
置

き
、
立

ち
上

が
る
）

「
も
ち
ろ
ん
だ
と
も
！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

が
私

を
待

っ
て
い
る
の
だ

か
ら
ね
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白

金

：
（
帳

簿

を
め
く
り
な
が
ら
）

「
え
ー
っ
と
、
今

日

は
『
エ
メ
ラ
ル
ド
製

の
薪

割

り
用

斧

』
の
鑑

定

依

頼

が
来

て
い
ま
す…

。
っ
て
、
何

で
す
か
こ
れ
！
？

そ
ん
な
も
の
が

あ
る
ん
で
す
か
？
」

剛

田

：
（
目

を
輝

か
せ
て
）

「
な
ん
と
！

エ
メ
ラ
ル
ド
製

の
斧

だ
と
！
？

そ
れ
は
き
っ
と
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
の
極

み
だ
！

早

速

準

備

を
し
よ
う
！
」

白

金

：
（
呆

れ
顔

）

「
い
や
い
や
、
斧

っ
て
薪

割

り
に
使

う
道

具

で
す
よ
？

エ
メ
ラ
ル
ド
な

ん
て
割

れ
や
す
い
素

材

で
作

っ
た
ら
、
実

用

性

ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
」

剛

田

：
（
指

を
天

に
掲

げ
て
）

「
白

金

く
ん
、
実

用

性

な
ど
些

末

な
こ
と
だ
よ
！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も

の
、
実

用

性

を
超

越

し
て
こ
そ
輝

く
の
だ
！
」

シ
ー
ン2

：
依

頼

人

の
登

場

場

面

設

定

剛

田

質

店

に
依

頼

人

が
や
っ
て
く
る
。
風

貌

が
怪

し
げ
だ
が
、
ど
こ

か
悲

壮

感

を
漂

わ
せ
て
い
る
。



4

台

本

依

頼

人

：
（
重

そ
う
な
斧

を
担

ぎ
な
が
ら
入

店

）

「
お
邪

魔

し
ま
す…

。
こ
ち
ら
で
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

を
鑑

定

し
て
い

た
だ
け
る
と
聞

い
て…
。
」

剛

田:(

依

頼

人

：
（
斧

を
慎

重

に
置

く
）

「
こ
れ
が
『
エ
メ
ラ
ル
ド
製

の
薪

割

り
用

斧

』
で
す
。
祖

父

の
代

か
ら

伝

わ
る
家

宝

で…

。
」

白

金

：
（
驚

愕

し
て
）

「
本

当

に
あ
る
ん
だ…

。
し
か
も
重

そ
う
！
」

剛

田

：
（
斧

の
輝

き
に
感

動

し
、
手

を
合

わ
せ
る
）

「
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

こ
の
エ
メ
ラ
ル
ド
の
深

い
緑

、
そ
し
て
こ
の

見

事

な
造

形

美…

。
ま
さ
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み

白

金

：
（
冷

静

に
）

「
い
や
い
や
い
や
、
冷

静

に
考

え
て
く
だ
さ
い
よ
！

エ
メ
ラ
ル
ド
で
斧

作

る
な
ん
て
、
ど
う
考

え
て
も
無

駄

遣

い
で
す
よ
！
」
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依

頼

人

：
（
苦

笑

い
）

「
確

か
に
実

用

性

は
な
い
ん
で
す
が
、
祖

父

が
『
こ
れ
こ
そ
我

が
家

の
誇

り
だ
』
と
言

っ
て
大

事

に
し
て
い
た
ん
で
す
。
」

剛

田

：
（
目

を
閉

じ
、
感

慨

深

く
）

「
素

晴

ら
し
い…

。
誇

り
あ
る
家

宝

、
そ
れ
こ
そ
が
真

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

だ
！
」

シ
ー
ン3

：
石

言

葉

の
熱

弁

場

面

設

定

剛

田

が
斧

を
手

に
取

り
、
石

言

葉

に
つ
い
て
熱

弁

を
始

め
る
。

台

本

剛

田

：
（
斧

を
掲

げ
て
）

「
エ
メ
ラ
ル
ド…

。
そ
の
石

言

葉

は
『
愛

』
『
希

望

』
『
繁

栄

』
！

こ
の

斧

は
た
だ
の
道

具

で
は
な
い
。
持

つ
者

に
愛

と
希

望

を
与

え
、
繁

栄

を
約

束

す
る
伝

説

の
品

な
の
だ
！
」

白

金

：
（
小

声

で
）

「
い
や
、
斧

に
そ
ん
な
力

な
い
で
し
ょ…

。
た
だ
の
エ
メ
ラ
ル
ド
で
す
よ

ね
？
」
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剛

田

：
（
無

視

し
て
さ
ら
に
熱

弁

）

「
白

金

く
ん
、
エ
メ
ラ
ル
ド
は
古

代

よ
り
王

族

や
貴

族

に
愛

さ
れ
て
き

た
石

だ
。
こ
れ
を
斧

に
使

う
と
は
、
な
ん
と
い
う
贅

沢

！

ま
さ
に
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
！
」

シ
ー
ン4

：
剛

田

、
薪

を
割

る

場

面

設

定

剛

田

が
斧

の
実

用

性

を
試

す
と
言

い
出

し
、
庭

で
薪

を
割

る
こ
と

に
。

台

本

剛

田

：
（
斧

を
持

ち
な
が
ら
）

「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
実

際

に
使

っ
て
こ
そ
真

価

が
問

わ
れ

る
！
」

白

金

：
（
慌

て
て
）

「
い
や
い
や
、
割

れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
！
？

剛

田

さ
ん
、
や
め
て

く
だ
さ
い
っ
て
！
」

剛

田

：
（
無

視

し
て
薪

に
斧

を
振

り
下

ろ
す
）

「
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
」
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（
斧

が
薪

を
割

り
、
断

面

が
エ
メ
ラ
ル
ド
の
輝

き
で
光

る
）

白

金

：
（
驚

愕

）

「
え
！
？

な
ん
で
断

面

ま
で
輝

い
て
る
ん
で
す
か
！
？

物

理

法

則

無

視

し
て
ま
せ
ん
！
？
」

剛

田

：
（
誇

ら
し
げ
に
）

「
こ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
力

だ
よ
、
白

金

く
ん
！
」

シ
ー
ン5

：
鑑

定

結

果

と
値

段

交

渉

場

面

設

定

剛

田

が
値

段

を
提

示

す
る
。

台

本

剛

田

：
「
こ
の
斧

、
間

違

い
な
く
本

物

。
そ
し
て
そ
の
価

値

は…
8

0
0

万

円

だ
！
」

依

頼

人

：
（
驚

き
つ
つ
感

謝

）

「
そ
ん
な
高

値

で…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白

金

：
（
焦

り
な
が
ら
）

「
剛

田

さ
ん
！

店

の
経

営

が
危

な
い
で
す
よ
！
」
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剛

田

：
「
白

金

く
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
経

営

の
心

配

な
ど
不

要

だ
！
」

シ
ー
ン6

：
謎

の
訪

問

者

場

面

設

定

鑑

定

の
途

中

で
、
別

の
怪

し
げ
な
訪

問

者

が
現

れ
る
。
彼

は
剛

田

質

店

の
評

判

を
聞

き
つ
け
て
や
っ
て
き
た
が
、
持

参

し
た
品

物

が
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
」
か
ど
う
か
で
一

悶

着

が
起

こ
る
。

台

本

訪

問

者

：
（
ド
ア
を
勢

い
よ
く
開

け
て
入

る
）

「
剛

田

さ
ん
！

あ
な
た
の
店

が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

を
扱

う
と
聞

い

て
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
見

て
ほ
し
い
！
」

剛

田

：
（
優

雅

に
振

り
返

る
）

「
お
や
、
ま
た
新

た
な
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
求

め
る
者

が
現

れ
た
か
。
さ
あ
、

見

せ
た
ま
え
、
君

の
宝

訪

問

者

：
（
バ
ッ
グ
か
ら
何

か
を
取

り
出

す
）

「
こ
れ
で
す
！

私

の
家

に
代

々
伝

わ
る
『
金

箔

入

り
の
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
』
で
す
！
」
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白

金

：
（
驚

愕

し
て
）

「
え
！
？

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
！
？

そ
れ
、
た
だ
の
食

品

じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
」

剛

田

：
（
目

を
細

め
て
観

察

し
、
静

か
に
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
置

く
）

「…
…

こ
れ
は
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
は
な
い

訪

問

者

：
（
慌

て
て
）

「
え
！
？

な
ぜ
で
す
か
！
？

金

箔

が
入

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
！

剛

田

：
（
厳

か
に
）

「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
、
た
だ
光

り
輝

く
だ
け
で
は
な
い
。
品

格

、
歴

史

、

そ
し
て
存

在

感

が
伴

っ
て
初

め
て
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
な
る
の
だ
！
」

白

金:(

小

声

で)

（
訪

問

者

は
が
っ
か
り
し
な
が
ら
帰

る
が
、
剛

田

は
そ
の
後

も
「
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
」
に
つ
い
て
熱

弁

を
続

け
る
。
）

シ
ー
ン7

：
剛

田

の
過

去

場

面

設

定

剛

田

が
自

身

の
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
哲

学

」
を
語

る
中

で
、
若

き
日

の
彼

が
師

匠

と
の
出

会

い
を
通

じ
て
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
」
の
真

髄

を
学

ぶ
姿
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が
描

か
れ
る
。
舞

台

は
、
剛

田

が
ま
だ
若

手

鑑

定

士

だ
っ
た
頃

の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

城

。

台

本

白

金

：
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
）

「
剛

田

さ
ん
、
い
つ
も
思

う
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
で
そ
ん
な
に
『
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
』
に
こ
だ
わ
る
ん
で
す
か
？

普

通

の
鑑

定

士

な
ら
、
も
っ
と
実

用

的

な
価

値

を
重

視

す
る
と
思

う
ん
で
す
け
ど…

。
」

剛

田

：
（
遠

く
を
見

つ
め
な
が
ら
）

「
ふ
む
、
語

る
べ
き
時

が
来

た
よ
う
だ
ね…

。
私

が
ま
だ
若

か
り
し

頃

、
何

も
知

ら
ぬ
未

熟

な
鑑

定

士

だ
っ
た
頃

の
話

を…

。
」

（
画

面

が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
、
回

想

シ
ー
ン
に
切

り
替

わ
る
）

回

想

シ
ー
ン
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

城

（
若

き
日

の
剛

田

が
、
古

び
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城

の
中

を
歩

い
て
い

る
。
彼

は
当

時

、
た
だ
の
駆

け
出

し
鑑

定

士

で
、
目

の
前

の
品

物

の
価

値

を
金

額

で
し
か
判

断

で
き
な
い
若

者

だ
っ
た
。
）

若

い
剛

田

：
（
古

び
た
宝

飾

品

を
手

に
取

り
な
が
ら
）

「
ふ
む
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
カ
ラ
ッ
ト
数

は
高

い
け
ど
、
デ
ザ
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イ
ン
が
古

臭

い
な…

。
市

場

価

値

で
言

え
ば
、
せ
い
ぜ
い1

0
0

万

円

っ
て
と
こ
ろ
か
。
」

（
そ
こ
に
、
謎

め
い
た
初

老

の
男

性

が
登

場

す
る
。
彼

は
剛

田

の

未

来

の
師

匠

と
な
る
人

物

。
）

師

匠

：
（
低

く
響

く
声

で
）

「
そ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
、
た
だ
の
金

額

で
評

価

す
る
と
は
、
な
ん
と
浅

は
か
だ
。
」

若

い
剛

田

：
（
驚

い
て
振

り
返

る
）

「
え
っ
！
？

あ
な
た
は…

？
」

師

匠

：
（
優

雅

に
歩

み
寄

り
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
手

に
取

る
）

「
私

は
こ
の
城

の
管

理

人

で
あ
り
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
真

髄

を
知

る
者

だ
。
君

の
よ
う
な
若

者

が
、
こ
の
品

物

を
た
だ
の
市

場

価

値

で
語

る

と
は
嘆

か
わ
し
い
。
」

若

い
剛

田:

「

師

匠

：
（
微

笑

み
な
が
ら
）

「
ふ
む
、
君

は
ま
だ
何

も
知

ら
な
い
。
い
い
か
ね
、
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は

た
だ
の
ダ
イ
ヤ
の
装

飾

品

で
は
な
い
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、18

世

紀

の
貴

族

が
愛

し
た
『
永

遠

の
愛

』
の
象

徴

が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
を
支

え
る
金

細

工

は
、
当

時

の
最

高

の
職

人

が
手

が
け
た
も
の
だ
。
」

（
師

匠

が
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
光

に
か
ざ
す
と
、
細

か
な
彫

刻

が
浮

か
び

上

が
り
、
そ
の
美

し
さ
に
剛

田

は
息

を
呑

む
。
）

若

い
剛

田

：
「
こ
、
こ
れ
は…
！

た
だ
の
装

飾

品

じ
ゃ
な
い…

歴

史

が…

宿

っ
て
い
る…

？
」

師

匠

：
（
真

剣

な
表

情

で
）

「
そ
う
だ
。
こ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
持

つ
価

値

は
、
金

額

で
は
測

れ
な

い
。
こ
こ
に
込

め
ら
れ
た
物

語

、
職

人

の
魂

、
そ
し
て
そ
れ
を
身

に

着

け
た
者

の
想

い
。
そ
れ
こ
そ
が
『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
』
な
の
だ
。
」

若

い
剛

田

：
（
感

動

し
て
）

「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス…

。
」

師

匠:

「

（
師

匠

が
立

ち
去

り
、
剛

田

は
そ
の
場

で
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見

つ
め
続

け
る
。
）

回

想

終

了

：
現

在

の
剛

田

（
画

面

が
現

在

に
戻

り
、
剛

田

が
誇

ら
し
げ
に
語

り
続

け
る
。
）
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剛

田

：
「
こ
う
し
て
私

は
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
道

を
歩

む
こ
と
を
決

意

し
た

の
だ
よ
。
そ
れ
以

来

、
私

は
た
だ
の
鑑

定

士

で
は
な
く
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

を
見

抜

く
者

と
し
て
生

き
て
き
た
。
」

白

金

：
（
呆

れ
な
が
ら
）

「
い
や
、
剛

田

さ
ん
の
師

匠

、
ク
セ
が
強

す
ぎ
ま
せ
ん
？

て
い
う
か
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
っ
て
結

局

主

観

で
す
よ

剛

田

：
（
優

雅

に
微

笑

み
な
が
ら
）

「
白

金

く
ん
、
主

観

こ
そ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
本

質

だ
よ
。
さ
あ
、
次

の

品

物

を
鑑

定

し
よ
う
で
は
な
い
か
！
」

白

金

：
（
小

声

で
）

「
は
ぁ…

。
ま
た
始

ま
っ
た
よ…

。
」

シ
ー
ン8

：
斧

の
秘

密

が
暴

か
れ
る

場

面

設

定

鑑

定

が
進

む
中

で
、
斧

に
は
驚

く
べ
き
秘

密

が
隠

さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判

明

す
る
。

台

本
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剛

田

：
（
斧

を
じ
っ
く
り
観

察

し
な
が
ら
）

「
ふ
む…

。
こ
の
彫

刻

、
た
だ
の
装

飾

で
は
な
い
な
。
何

か
文

字

が

刻

ま
れ
て
い
る…

白

金

：
「
文

字

？

ど
れ
ど
れ…

。
」

（
白

金

が
拡

大

鏡

で
覗

き
込

む
。
）

白

金

：
「
え
！
？

『
財

宝

は
北

の
洞

窟

に
眠

る
』
っ
て
書

い
て
あ
り

ま
す
よ
！
」

剛

田

：
（
目

を
輝

か
せ
て
）

「
な
ん
と
！

こ
の
斧

は
た
だ
の
家

宝

で
は
な
い
。
財

宝

へ
の
鍵

で
も

あ
る
の
だ
！
」

白

金:(

呆

（
剛

田

が
さ
ら
に
興

奮

し
、
財

宝

の
話

を
熱

弁

す
る
が
、
白

金

は

冷

静

に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入

れ
る
。
）
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シ
ー
ン9

：
剛

田

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
講

座

場

面

設

定

剛

田

が
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
」
の
真

髄

を
語

る
特

別

講

座

を
開

く
。
依

頼

人

や
白

金

が
強

制

的

に
参

加

さ
せ
ら
れ
る
。

台

本

剛

田

：
（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使

い
な
が
ら
）

「
さ
て
、
今

日

は
特

別

に
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
講

座

を
開

講

す
る
！

ま

ず
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
何

か
を
定

義

し
よ
う
！
」
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白

金

：
「
い
や
、
そ
ん
な
講

座

誰

も
頼

ん
で
ま
せ
ん
け
ど…

。
」

依

頼

人

：
（
困

惑

し
な
が
ら
）

「
え
っ
と…
こ
れ
は
無

料

な
ん
で
す
か
？
」

剛

田

：
「
も
ち
ろ
ん
だ
と
も
！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
広

め
る
こ
と
が
私

の
使

命

だ
か
ら
ね
！
」

（
剛

田

が
熱

弁

を
振

る
う
中

、
白

金

と
依

頼

人

は
徐

々
に
疲

れ
て

い
く
。
）
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シ
ー
ン1

0

：
エ
メ
ラ
ル
ド
斧

の
展

示

会

場

面

設

定

剛

田

が
買

い
取

っ
た
斧

を
店

内

に
展

示

し
、
地

域

の
人

々
を
招

待

し
て
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
展

示

会

」
を
開

催

す
る
。

台

本

剛

田

：
（
斧

を
高

々
と
掲

げ
て
）

「
見

よ
、
こ
の
輝

き
！

こ
れ
ぞ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み
！
」

来

客

A

：
「
す
ご
い…

け
ど
、
こ
れ
っ
て
本

当

に
使

え
る
ん
で
す
か
？
」

白

金

：
（
小

声

で
）

「
使

え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
剛

田

さ
ん
が
筋

肉

痛

に
な
っ
た
ん
で
す

よ…

。
」

剛

田

：
「
ふ
ふ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
使

う
こ
と
な
ど
些

末

な
問

題

だ
！
」

（
展

示

会

は
大

盛

況

と
な
る
が
、
白

金

は
相

変

わ
ら
ず
冷

静

な
ツ

ッ
コ
ミ
を
続

け
る
。
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
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エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
展

示

会

後

の
剛

田

と
白

金

の
や
り
取

り
を
追

加

。
剛

田

の
筋

肉

痛

が
さ
ら
に
悪

化

し
、
白

金

に
介

抱

さ
れ
る
シ

ー
ン
を
描

く
。

台

本

剛

田

：
（
ベ
ッ
ド
で
横

に
な
り
な
が
ら
）

「
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス…

。
い
や
、
本

当

に
痛

い…

。
白

金

く
ん
、
湿

布

を
頼

む…

。
」

白

金

：
（
呆

れ
な
が
ら
湿

布

を
持

っ
て
く
る
）

「
だ
か
ら
言

っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
無

理

し
な
い
で
っ
て
。
」

剛

田

：
「
だ
が
、
こ
れ
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
代

償

だ…

。
」

白

金

：
「
い
や
、
た
だ
の
無

茶

の
代

償

で
す
よ…

。
も
う
好

き
に
し
て
く

だ
さ
い
。
」
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